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筋力・筋パワーの測定技術に関する研究
‐測定結果を競技力向上へ役立たせるためには？‐
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　筋力測定装置があれば等尺性や等速性筋力を計測することは比
較的容易にできる。しかしながら、それらの測定結果から競技パ
フォーマンスを予測することは難しく、またレジスタンストレー
ニングの効果を評価する指標としても適当でない場合が多い。そ
れに比べ、等慣性（isoinertial）の負荷を用いた筋力・筋パワー
測定は、加・減速を伴う実際のトレーニングやスポーツ競技にお
ける動作に比較的近く、競技パフォーマンスを予測したり継続的
なトレーニングによる個人内の変化を追跡していくのに適してい
ると考えられている。こうした背景から、我々は等慣性負荷の最
大努力挙上を複数の重量で行うことより同定される負荷と仕事率
との関係（L-P プロット）を指標とした評価法の可能性について
検討を行ってきた。そこで本セミナーではこれらの評価法につい
て、ベンチプレスやベンチスロー（挙上終了時にバーを投げ上げ
るベンチプレス）を行った場合の測定結果を中心に紹介していき
たい。また、これらの同定で用いられるワイヤレス加速度計やリ
ニアポジショントランスデューサの信頼性、測定結果を解釈する
うえで注意すべき点等についても紹介したい。



低酸素環境での運動時の筋エネルギー代謝動態演題２
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　近年、高地（低酸素）トレーニングは、持久的な競技種目のみなら
ず、比較的短時間で終了する競技種目においても実施されている。高
地トレーニングに対する生理的適応については、血液性状、運動時の
血中乳酸濃度、最大酸素摂取量などの全身的な生理指標による検討は
多く報告されているが、骨格筋の代謝的な適応については不明な点が
多い。そこで我々は、低酸素環境での運動時の骨格筋のエネルギー代
謝動態を明らかにし、効果的な高地トレーニングを実施するための基
礎資料を得ることを目的として検討を行った。
磁気共鳴装置内で膝伸展運動を行わせ、運動中の筋エネルギー代謝を
リン31‐磁気共鳴分光法および近赤外分光法を用いて測定した。実験
は、同一プロトコールでの運動を、常酸素下と低酸素下とで行った。
その結果、最大下の同一絶対強度での運動時の筋酸素消費量、筋内ク
レアチンリン酸（PCr）濃度、筋内pHは、常酸素下と比較して低酸素下
で低かった（p < 0.05）。また、高強度運動の疲労困憊時において、
筋内PCrは両条件でほぼ枯渇し、条件間で差がなかったものの、筋内pH
は常酸素下よりも低酸素下で低値を示した（p < 0.05）。以上の結果
から、常酸素下と比較して、低酸素下での運動時には骨格筋レベルで
は無酸素性エネルギー供給の動員が大きく、特に高強度の運動時には
解糖系によるエネルギー供給の差が顕著になることが示唆された。


